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質 疑 12 月２日以降の資格確認方法等について 

 

〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所教授） 

 それでは、ただいまの説明につきまして、ご質問等がございましたら、よろしく

お願いいたします。長島委員、お願いいたします。 

  

〇長島公之委員（日本医師会常任理事） 

 12月２日以降、現行の健康保険証の新規発行が廃止となる予定ですが、さまざま

な報道を受け、国民、患者の皆さまの中には、現在お持ちの健康保険証が使えなく

なってしまうと考えておられる方々、あるいはマイナ保険証の利用登録がまだ終わ

れていない方々など、今後の医療機関受診に不安を感じていらっしゃる方が多くい

ることと思います。 
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 しかし、先ほど説明がありましたように、資料の５ページで示されたとおり、 

医療機関等での受付方法は、12月２日以降も、実際にはほとんど変わることがない

ということがよくわかりました。 

 

 新たに窓口で提示されるものに資格確認書が追加される以外、医療機関の窓口で

の受付方法は現在と全く変わらないと言えます。 

 

 今後、マイナ保険証、医療ＤＸを進める上で、国民が誰１人、日本の医療制度か

ら取り残されないという安心感こそが最大の推進力です。 

 

 したがいまして、国民、患者の皆さまが安心して医療機関を受診できるよう、 

これは国の政策として行うわけですから、厚生労働省が全力で、わかりやすく、 

国民に対し、しっかりと周知されるよう、お願いいたします。 

 

 私たち医療機関においても、患者さん等に対する丁寧な案内に努めてまいりたい

と思います。 

 

 また、保険証の問題ですので、保険者の役割は極めて大である。大きく期待して

おります。 

 

 関係者全員が一致協力して、しっかり国民に安心を届けていくものというふうに

考えております。私からは以上です。 

 

〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所教授） 

 はい、ありがとうございました。ほか、それでは林委員、お願いいたします。 

 

〇林正純委員（日本歯科医師会常務理事） 

 はい、ありがとうございます。マイナ保険証の利用促進等についてのご説明あり

がとうございました。数点、要望させていただきます。 

  

 まず、オン資確認の利用状況ですが、全人口の 75.2％がマイナカード保有者で、

そのうち 81.2％が保険証登録割合とのことで、マイナ保険証をお持ちの方が全人口

の６割強と、まだまだ国民の、足下の保有率は低いという印象を受けました。 
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 日歯も窓口で声かけの徹底などを推進してはおりますが、利用率は低迷しており

ます。 

  
  

 引き続き取り組んでまいりたいと思っておりますが、その上で、この１ページの

医療機関受診者におけるマイナカード保有者やマイナ保険証登録者数は推計値と

なっておりまして、実態をしっかりと把握する方法も、今後、必要ではないかと感

じておるところでございます。 

  

  
 

 次に、４ページの資格情報のお知らせや資格確認書などの名称が列挙されており

ますが、この違いに関しましては国民が理解しているか疑問を感じております。 
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 オン資の義務化対象外医療機関も含めて、こういった丁寧な周知は必要と考えて

おります。 

  

  
  

 次に、７ページですが、マイナカードの電子証明書は、現在、有効期限５年で市

区町村の窓口における再度の手続きが必要で、今後、混乱が予想されるところです。 

 

 今回、マイナ保険証の有効期限の猶予をお示しいただき感謝しておるところでご

ざいますが、電子証明書の期間を含めて、スムーズで簡便な手続きをご検討いただ

きたく思っております。 
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 最後に９ページですが、利用登録解除の情報が必要であるのは理解しております

が、推進している中で利用をやめる意識が助長されないよう、引き続き、医療ＤＸ

の基盤であるマイナ保険証のメリットを国民にしっかり理解してもらえますよう、

厚生労働省としても、よろしくお願いいたしたいと思っております。私からは以上

でございます。 

 

〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所教授） 

 ありがとうございました。続きまして、それでは森委員、お願いいたします。 

 

〇森昌平委員（日本薬剤師会副会長） 

 はい、ありがとうございます。まず１ページ目のオンライン資格確認の利用状況

についてですけども、今、林委員からもありましたけど、マイナ保険証の利用率は

伸びているんですが、まだまだ伸びる余地があるんじゃないかというふうに思って

います。 

 

 以前、私の薬局の現状をお話しさせていただいたんですけども、一番伸びている

ところ、50超えたんですけど、ちょっと止まってしまって、正直、止まってしまっ

ている。 

  

 それから、同じようにポスターを掲示したり、声かけ、パンフレットやって、ま

だ１桁台のところなんですけど、正直、なかなか伸びが良くないんですね。現場で

は今後もしっかりと取り組んでいまきますので、国のほうでも、ぜひ啓発等をお願

いをしたいというふうに思っております。 

  

 それから、あと、５ページ目についてなんですけども、医療機関における対応の

フローについて整理していただき、ありがとうございました。 

 

 マイナ保険証の更なる推進に関しては、引き続き詰める必要があると思うんです

けども。 

  

 まず、長島委員からもありましたけども、12月２日を迎えるにあたって、まず重

要なことは国民や医療現場が混乱しないよう、12月２日以降、新規の保険証の発行

がなくなること。資格確認書の発行、その取扱い等を国民に十分に周知、理解して

もらうことだというふうに思っております。 
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 引き続き、現場でも丁寧に対応していきたいというふうに思っていますけども、

国民が安心して医療機関を受診、薬局を利用できるように、国としても、しっかり

と周知や支援などをお願いしたいと思います。以上です。 

 

〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所教授） 

 はい、ありがとうございました。ほかは、よろしいですか。はい、それでは、 

松本委員、お願いいたします。 

 

〇松本真人委員（健康保険組合連合会理事） 

 はい、ありがとうございます。今、２号側委員からも多数、ご意見いただきまし

たけども、 

  

 こういう施策をですね、進めることに関しては、こうした各団体、ならびにです

ね、一致して進めるということは、もう確認済みでございますので、周知広報をし

っかりしてですね、何とか 12月２日を迎えられるように、われわれも努力してまい

りますので、よろしくお願いたいと思います。ありがとうございました。 
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〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所教授） 

 はい、ありがとうございます。ほかはいかがでしょうか。いろいろご要望はいた

だきましたけど、事務局、いかがですか。 

 

〇厚労省保険局医療介護連携政策課・山田章平課長 

 はい、ありがとうございます。長島委員から「安心感が推進力だ」というお言葉

をいただきまして、まさにそのとおりだなあというふうに思っております。 

 

 林委員、森委員からも、丁寧な周知、混乱しないように啓発をしっかり、という

お話をいただきました。しっかりと取り組んでいきたいと思います。 

 

 また、松本委員からも「各団体協力して」ということもありました。医療機関・

薬局の皆さまだけでなく保険者の皆さまと一緒になって厚生労働省が先頭に立っ

て周知広報をし、混乱なく進めていきたいというふうに思っております。 

 

 その先に医療ＤＸがしっかりと進むということだと思っておりますので、しっか

り取り組んでまいりたいと思います。ありがとうございます。 

  

〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所教授） 

 はい、ありがとうございました。ほかは、よろしいでしょうか。いいですか。 

はい。ほかには特にご質問等ないようですので、本件に係る質疑はこのあたりとし

たいと思います。 

 

 今後、事務局におかれましては本日いただいたご意見も踏まえて対応していただ

くようにお願いいたします。 

 

 本日の議題は以上となります。次回の日程につきましては、追って事務局よりご

連絡いたします。それでは、本日の総会はこれにて閉会といたします。どうもあり

がとうございました。 

  

 （配信終了） 
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